
入院診療計画書

受持医師： 受持看護師：

月日(日時） ／ ／ ／ ／　～　／ ／　～　／ ／　～　／ ／　～　／ ／　　

経過（病日等） 入院日 手術前日 手術当日（手術前） 手術当日（手術後） 手術後1日目 手術後2日～4日目 手術後5日～7日目 手術後7日～9日目 手術後10日～12日目 手術後13日目～（退院）

◇手術の必要性を理解し、同意している ◇血圧が安定している ◇食事が始まる。 　【退院基準】

◇手術の準備が整っている ◇創の痛みが軽度またはない。 ◇食事を半分以上食べられる。

◇下剤による排便がある ◇腸の動きがよい。

◇創が治る。

◇創の糸がぬける。 ◇食事療法について理解できる

・（点滴をします） ・（点滴をします） ・点滴をしています

治療・薬剤

（点滴・内服）

リハビリ

・必要な内服をします 　

・鼻から胃に入っている管を抜きます

・７日目に半分抜糸、８日目に全抜糸をします

・腰から麻酔の管が入っています ・麻酔の液が無くなったら抜きます

・尿の管が入っています ・尿の管は麻酔の液終了後に抜きます

　

・血液検査をします ・１日目と３日目に血液検査をします ・７日目に血液検査 ・10日目に血液検査

･　１日目と４日目にレントゲン検査があります ･　7日目にレントゲン検査があります

・制限はありません ・特に制限はありません

・絶飲食です ・３分粥が開始になります

　５分粥・全粥・白米と毎日順にあがっていきます

・重湯を開始します

・看護師が体を拭きます

　

・尿の管が抜けたらトイレまで歩けます

・担当医が入院治療計画・手術の説明と ・退院後の生活について説明します

　看護師から入院生活の説明をいたします 1.日常生活に制限はありません

・麻酔科医師の診察と 2.消化の良い食事をしましょう

　手術室看護師の訪問があります 3.便秘にならないよう気をつけましょう

・薬剤師から薬について説明があります 4.次のような症状があったら早めに受診してください

　腹痛がひどい、お腹が張っている

　排便、排ガスがない

5.退院後の栄養指導を行います

注１ 病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくに従って変わることがあります。 大津赤十字病院　外科　201202

注２ 入院期間については現時点で予想される期間です。

・創に異常がなければシャワーを
　することができます

・水、お茶は
　21時まで飲めます

◇食事を半分以上
　食べられる。

◇分食について理解で
きる。

・看護師が食事に
　ついて説明します

◇食事を食べた後、
吐き気や腹部膨満感
がない。

◇飲水が開始できる
　飲水後、吐き気がな
い

◇38.0℃以上の熱がな
い。

◇食事を半分以上
　食べられる。

・内服を開始します

・手術後、ご家族に
　手術の結果を説明
　いたします

・ベッドの横に立ち
　周りを歩けます

・トイレや洗面所まで
　歩くことができます

・尿の管が入って
　います

・水やお茶を
　飲むことができます

胃切除術を受けられる患者様へ

・（点滴をします）

・手術の準備をしま
す

◇腸の動きが良好であ
る。ガスが出る。

　　　患者様氏名：

処置

／

達成目標

・持参した内服薬を
確認します

・持参薬を内服しま
す

・剃毛と
　臍の処置を行います

・眠れない場合は
　睡眠薬を服用します

・持参薬を内服します

患者様及び
ご家族への説明

生活指導
リハビリ指導

栄養指導
服薬指導

・剃毛後に入浴して
　ください

検査

活動
安静度

食事

排泄

清潔

・下剤を服用します

患者様用 


